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＜病棟連絡事項＞
・6/12(金)　14時から心電図検査実施予定です。
・気温が高くなってきている為、患者様へ水分補給を促していきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・山本　久美子様～主治医不在の為、金Dr.より不穏時)レボトミン(25)の処方を頂いています。
・惠茂田　義春様～便秘時)ピコスルファートNa液の処方を頂いています。

・大久保　すい様～本日バルーン交換実施しています。便秘傾向続いているため、腹部マッサージや下剤の服用を促していきましょう。
・久保　泰二様～血液交じりの泥状便見られています。腹部症状ありませんが、注意して観察していきましょう。
・宮古　喜久代様～本日体温35.9～36.5℃ですが体熱感あり、クーリング継続しています。自覚症状はありません。適宜、水分補給を促していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・向井　敦子様～朝に軽度頭痛があったようですが、昼過ぎには落ち着いています。妄想言動や多弁さなく落ち着いて過ごしています。
・馬渡　澄男様～薬を飲み忘れることがあるため、適宜、声掛けをしていきましょう。
＜退院支援状況確認＞
・西川　和恵様～ＳＷより施設の候補を4件あげて頂いた為、兄様へ連絡し施設の申し込みを依頼しています。
・高山　英佐様～デイケア、訪問看護、初外来は調整済です。ＳＷより青明舎利用の連絡をして頂いていますが、ケア会議を開催した方が良いのではないかと提案あります。明日再度連絡いただけることになっています。
・長嶺　孝様～障害年金の結果についてはまだ届いていないとの事です。結果が届き次第、連絡いただける事となっています。
・宮古　喜久代様～家族様よりみちのく記念病院への転院希望あり、主治医の馬渡Dr.へ紹介状を作成して頂く事となっています。
＜病棟事業＞

・患者評価～今年度実施予定の患者評価を用いたピアサポート形式でのミーティングは、ミーティング担当と連携を取り実施します。グループ編成は再度行い、実施方法についても再度検討していきます。また、詰所内に近日中で転入となった患者様の生活支援評価表がありますので受け持ちＮｓ.は2枚目のシートの評価・看護問題の記載をお願いします。
・環境整備～清掃に使用する物品や方法についても明記し、全員が同じように取り組める形に修正・共有後に導入する方向です。
